
（別紙３）

～ 令和６年　１２月　２９日

（対象者数） 30 （回答者数）
16

～ 令和７年　１月　９日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・今後は、現在行っていることに加え、地域の方たちとの交

流の機会を設ける等、より多くの人と関りがもてるような働

きかけをしていきます。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・現在、地域の方を対象に施設の部屋を貸し出し、自由に交

流できる機会を設けています。今後はお子さま同士の関わり

が広がるような、交流の場を提供していきたいと思います。

2

3

○事業所名 こどもサポートセンターあさひが丘　放課後等デイサービス　レラ

○保護者評価実施期間
令和６年　１２月　５日

○保護者評価有効回答数

令和６年　１２月　２７日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域のお子さまたちとの交流については、機会としては少な

いのが現状であるため、今後の課題であると考えています。

・学校や児童クラブでお子さま同士の関わりは勿論あります

が、事業所として交流の機会を設けることが少なかったように

思います。

・「こどもが通所を楽しみにしている」ことが事業所の強みで

あると思います。お子さまたちが「レラにきてよかった、楽し

い」と思ってもらえるように日々の療育の運営を今後も行って

いきます。

・療育のプログラムが固定しないように工夫することをはじ

め、季節毎の行事や園外療育等、お子さまたちが楽しめるよう

なプログラムの導入を行っています。

事業所における自己評価総括表公表


